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琵琶湖博物館の学芸員が執筆に参加した 

「民俗学」の教科書が刊行されました 

 

 

概要（箇条書き） 

● 民俗学の基本事項について概説・ケーススタディ・アクティブラーニングの３つのステッ

プから学べる教科書が刊行されました。 
● 「環境の民俗学」の章を加藤 秀雄 主任学芸員が執筆しています。 

● 人と自然の関係をテーマとする環境民俗学の総説と今後の展望、さらに琵琶湖地域の事例

を取り上げたケーススタディが収録されています。 

 
書籍概要 

● 書名：3STEP シリーズ ⺠俗学 
● 編者：塚原伸治・後藤知美・辻本侑⽣・⼭川志典 
● 体裁：A5・288 ページ  
 本体価格 2,640 円（税込） 

● 出版：昭和堂 
● 内容：先達が蓄積してきた知識や思考をリレーのように繋げ

国際的な研究動向やジェンダー視点も取り⼊れて最
新の全体像を提⽰。変化し続ける概念や⽅法の複雑さ
を踏まえながらその多様性と現在地を知ることがで
きる。⼤学の教養科⽬として学ぶまたは独学する初学
者にお勧めの⼊⾨書。 

 
昭和堂ホームページ 
http://www.showado-kyoto.jp/book/b669793.html 

 
 

資 料 提 供 

（県政・南部同時）  



詳細（目次） 

 

序 章 ⺠俗学とは何か―控えめな理論と⼩さなものの学問（塚原伸治） 

第１章 家族の⺠俗学―拘束性と可能性のはざまから考える（辻本侑⽣） 

第２章 コミュニティの⺠俗学―私たちのつながりを問いなおす（⾦⼦祥之） 

第３章 ⾷の⺠俗学―⽇常・つながり・社会変動を問う（辻本侑⽣） 

第４章 ものの⺠俗学―「ひと」と「もの」がつくりだす暮らし（⼭川志典） 

第５章 経済の⺠俗学―⼈・もの・貨幣の絡みあいを捉える（塚原伸治） 

第６章 環境の⺠俗学―これまでとこれからの⼈と⾃然の関係を問う（加藤秀雄） 

第７章 宗教の⺠俗学―私たちは何を信じている／いないのか（及川祥平） 

第８章 物語の⺠俗学―語り継がれてきたことから経験を語ることまで（⼭川志典） 

第９章 怪異・妖怪の⺠俗学―恐れる気持ちと愛でる感性（及川祥平） 

第 10 章 祭りと芸能の⺠俗学―パフォーマンスと⾝体（塚原伸治） 

第 11 章 笑いと娯楽の⺠俗学―⽇常の「楽しみ」への接近（松岡 薫） 

第 12 章 メディアの⺠俗学―情報・環境・コミュニケーション（⼤道晴⾹） 

第 13 章 ⽂化遺産の⺠俗学―歴史・⽂化を価値づけること（後藤知美） 

第 14 章 災害の⺠俗学―災害と暮らしの調和を探る（後藤知美） 

終 章 ⺠俗学をやってみよう（塚原伸治・後藤知美・辻本侑⽣・⼭川志典） 

 
 


